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NPO 法人 FAR － Net とは

2012 年 1 月に設立された FAR － Net（Fukushima 
Agricultural Revitalizing Network） は、 福 島 県
で暮らす人々に対して農業を通じて生涯安全・安心
な生活が送れるよう、また誇りをもって地域で生き
ていくことができるように支援する事業を行い、活
力ある地域社会の実現に寄与することを目的とする
特定非営利活動法人である。理事長には伊藤房雄・
東北大学大学院教授、副理事長には岡正宏・福島県
酪農協生産部長が就任し、活動拠点となる事務所を
福島県郡山市に置いている。

その主な活動内容は、①災害による酪農家救援・
支援事業、②農産物放射性物質測定事業、③環境保
全事業、④堆肥リサイクル有機農業連携事業、⑤子
供のための酪農体験事業、⑥新規就農者・学生・社
会人のための酪農学習事業、⑦地域再生復興事業と
なっている。

新たなアグリビジネスモデル「ミネロ牧場」
福島県では、2011 年 3 月に発生した東日本大震

災並びに東京電力福島第一原子力発電所事故により
多数の酪農家が被災し、乳牛 1,600 頭が減少するな
ど生産基盤が大きな打撃を受け、生乳の生産量は震
災前の 7 割にまで減少した。

このような状況の中、被災地から離れた福島市に
おいて、震災の影響を受けたが補修によって利用可
能な 200 頭規模の牧場を FAR － Net が借り受けた。
FAR － Net は、この施設を改修して復興牧場を建
設し、5 名の被災酪農家を雇用して牧場経営の再開
と県内酪農の復興に向けた支援を行うことになっ
た。ミネロ牧場の名称は、その所在地である福島市
松川町水原字峰路（みねみち）に由来している。

ミネロ牧場の開設に当たっては、仏ダノングルー

プおよびダノンジャパンが同社のエコシステムファ
ンドを通じて支援している。エコシステムファンド
は、ダノンやその子会社を取り巻くあらゆるステー
クホルダーの成長や発展につながる支援を行う目的
で 2009 年にダノンが設立した基金で、2015 年現在、
世界各地で 39 のプロジェクトを支援している。同
ファンドによる支援の対象となるプロジェクトは、
各国のダノン現地法人による提案から選定され、各
地域の非営利団体との協力のもと、活動することが
条件となっている。

このように実験的モデル牧場としてスタートした
ミネロ牧場は、被災酪農家の雇用の創出と経営再開
への精神的な支え、被災酪農家同士のコミュニティ
の形成と経営再建の推進、生乳生産基盤の回復と福
島県酪農の復興という様々な役割を期待されてお
り、まさに復興・復旧の推進エンジンであると言え
る。

ミネロ牧場では、酪農家 5 名による共同経営の形
態をとることにより、従来の形態に多い家族単位に
よる小規模経営に比較して土地や設備、家畜への大
規模な投資を可能とし、生産規模の拡大および収益
の安定化を図るとともに、勤務シフトを組むことに
より、酪農経営従事者の生活の質が向上することを
目指している。

また、FAR － Net が主体となり、経営参画する
酪農家に対し共同経営の手法や大規模経営に必要な
生産技術を提供したり、地域の酪農家同士が情報交
換をする場を創出することで、酪農家が経営や生産
に関する能力を向上したり、新規参入者が経営技術
を習得しやすい環境を提供する。さらに、学生や一
般の人々に対しても、酪農体験プログラムや教育プ
ログラムを実施し、社会貢献や地域とのつながりの
強化や酪農への理解の促進を図っていく。

なおミネロ牧場では、その土壌、水質、環境、使
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共同型酪農経営モデル
「ミネロ・パイロットファーム」の現状

　仏ダノングループ・エコシステムファンド、ダノンジャパン株式会社、福島県酪農協の出資により、NPO 法人・福島農業復興ネットワーク（通
称 :FAR － Net）が 2012 年 7 月に開設したミネロ・パイロットファーム（以下、「ミネロ牧場」という）は、順調に生乳生産量を増加させ、
12月中旬に1日当たり出荷乳量2,500kgを達成した。福島県酪農復興の推進役としても期待されるミネロ牧場の概要を、取材をもとに紹介する。
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用する設備について、2011 年 10 月にフランス放射
線防護原子力安全研究所（IRSN）の監査を受け、
問題なしという評価を受けた。また、飼料はすべて
購入飼料が給与され、出荷される生乳はクーラース
テーションごとに週 1 回実施される県によるモニタ
リング検査および県の検査日以外に毎日行われる福
島県生乳委託者委員会によるモニタリング検査を受
け、安全性が確認されている。

実験的モデル牧場の発展方向
ミネロ牧場に参加している酪農家 5 名の年齢は 30

代が 2 名、40 代が 1 名（牧場長）、50 代が 2 名であり、
被災前の参加酪農家の経営規模は搾乳牛頭数 50 頭
台が 1 名、40 頭台が 2 名、30 頭台が 2 名であった。
すなわち、かつて家族型個別経営を行っていた酪農
家 5 名の搾乳牛飼養頭数の合計は約 200 頭であった。

これに対して、ミネロ牧場の敷地面積は 48,000㎡
で、牛舎 1 棟 2,333㎡（収容能力 : フリーバーン 108 頭、
フリーストール 120 頭）、ホスピタルペン 1 棟 164
㎡、パーラー 1 棟 324㎡（10 頭 W パラレル）、堆肥
処理施設 1 棟 1,500㎡、堆肥舎 2 棟 1,740㎡、倉庫 2
棟 780㎡、事務所兼コミュニティーセンター 1 棟な
どを備えている。

2012 年 10 月 5 日、16 頭の乳牛から搾乳された生
乳約 150kg が、ミネロ牧場から初めて出荷された。
その後も順調に分娩が進み、12 月 13 日現在で飼養
頭数 104 頭（うち搾乳牛頭数 89 頭）、1 日当たり出
荷乳量 2,577kg になった。今後は初妊牛の導入と自
家育成牛の確保によって、2015 年までに搾乳牛頭
数 200 頭、年間出荷乳量 1,700 トンにする計画であ
る。また、現在は常時 5 名体制で運営している牧場
経営を、搾乳部門 2 名、給餌・育成部門 1 名の 3 名
体制に移行し、交代で休暇がとれるようにすること
を目指している。

来年度以降には、ミネロ牧場の経験を生かして、
県内 2 か所において搾乳牛頭数 500 頭規模の共同経
営型リース牧場を開設する構想もある。これらの牧
場では、経営に参加する酪農家が牧場施設を借り受
け、酪農家が乳牛を所有（出資）するという方式を
予定している。さらに、長期的には自給飼料の生産
にも取り組む方針である。これは、酪農家の経営意
欲を持続させるためには、自然循環型農法への移行、
つまり糞尿を農地に還元し、地力を回復し、自給飼
料を生産することが必要不可欠であるという考え方
に基づいている。

このたびの被災で酪農経営を中止することを余儀
なくされた酪農家は 76 戸、そのうち経営を再開で
きたのは 13 戸にとどまっている。このままでは残
り 63 戸の半数は離農するとも言われている。少し
でも多くの酪農家が、新たな共同経営型リース牧場
の経営に参加し、酪農再建の第一歩を踏み出すこと
が期待されている。

ミネロ牧場のシンボル「事務所兼コミュニティーセンター」

既存牛舎を改築したフリーストール牛舎

将来の増頭に備えて余裕のある堆肥処理施設


